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１．研究計画の概要 

アール・デコの建築は、鉄筋コンクリート
という 20 世紀に普及するようになった新し
い材料と、その表面を飾る幾何学的な装飾と
を組み合わせた近代を代表する建築様式の
一つであり、1920-30 年代の世界中に速やか
に広まった。その波及力は非常に強く、いわ
ゆるインターナショナル・スタイルに先駆け
てインターナショナルになった最初のスタ
イルとも目されるものである。研究代表者は、
これまでフランス、アメリカをはじめ東アジ
ア、東南アジア、中南米の主だった都市にお
けるアール・デコ建築の普及状況をつぶさに
見てきた。そして、その成果を「アール・デ
コの建築」（中公新書、平成 17 年）として紹
介した。 

しかし、南アフリカ共和国のケープタウン
とヨハネスブルグにはアール・デコの豊富な
実例のあることが知られており、ニュージー
ランドにはアール・デコの都市ともいうべき
ネイピアがあり、北アフリカのいくつかの都
市にも興味深いアール・デコ建築の存在が報
告されている。これまでの蓄積に加えて、各
地の実例の調査を実施し、アール・デコ建築
の世界的な波及状況を把握し、グローバルな
アール・デコ建築の研究を完成させたいと考
えている。 

本研究のもう一つのテーマは、アール・デ
コが各国のナショナル・アイデンティティの
模索の表現手段となったということである。
1920-30 年代はいわゆる両大戦間期という不
安な時代を背景に、各国のナショナリズムが
台頭した。アール・デコは装飾的細部を拒否
しなかったから、なんらかのアイデンティテ
ィの表現媒体として使うことができ、実際、

各国で伝統的な造形が取り入れられている。
中南米のアール・デコはマヤやインカの造形
を取り入れているし、オーストラリアやニュ
ージーランドのアール・デコはアボリジニの
造形を取り入れている。日本の「帝冠様式」
も、その一例としてとらえられることができ
るであろう。そうした実例を各地で探りたい
と考えている。 
 
 
２．研究の進捗状況 
平成１８年度はオーストラリアとニュー

ジーランドの６都市およびロンドンとベル
リン、平成１９年度はモロッコとチュニジア、
スペイン、平成２０年度はカナダのモントリ
オール、ケベック、トロント、オタワの４都
市を、それぞれ現地調査した。 
これらの諸都市には波及の強弱の程度の

差はあっても、いずれもアール・デコの建築
の存在が確認され、アール・デコの世界的な
波及の実態が確かめられた。特に、ニュージ
ーランドのネイピアは街全体がアール・デコ
の建築でつくられており、規模の大きさは別
にして、米国のマイアミビーチとよく似た興
味深い都市であった。また、モロッコのカサ
ブランカの一画もアール・デコの建物が集中
的に見られる。 
アール・デコは各地の自然や伝統的な文化

をモチーフにした造形要素を積極的に用い
ており、インターナショナル・スタイルの考
えとは異なる地域主義的な思想を示してい
る。インターナショナル・スタイルが一種の
思想とともに受け取られたのに対して、アー
ル・デコはイデオロギー的な側面がなく、む
しろ鉄筋コンクリートというすぐれた技術
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としてまず受け入れられことによるもので
あろう。そして、どこでも導入可能なすぐれ
た技術の表面に、地元のアイデンティティを
表現する造形が付け加えられたのであろう。
鉄筋コンクリートという技術はそれを可能
にしたし、施工技術の普及が世界各地でそれ
を可能にした。 

1920-30 年代はいわゆる大戦間期であり、
ヨーロッパのみならず世界各国も自らのよ
って立つ政治的・文化的基盤の表明を要求さ
れていた。そうした背景の上に、アール・デ
コは速やかに普及したのであるが、アール・
デコはそうした各地の要求に応えたのであ
る。各地で時代の背景とアール・デコの造形
的細部の表現との一致を確かめ得た。 

 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由）おおむね順調に進展しているが、
平成２０年度に予定していた南アフリカの
調査は渡航の安全性を考慮して断念せざる
を得なかった。しかし、そのかわりにカナダ
の４都市を調査することができ、カナダのア
ール・デコがアメリカ経由で採りいれられた
可能性が高いという興味深い結果が得られ
た。これは、オーストラリアとニュージーラ
ンドでも見られた現象であり、アール・デコ
の世界的な波及に占める米国の大きさにあ
らためて気付かされた。アール・デコの世界
波及は米国の経済と文化の波及と軌を一位
置にしているともいえる。北アフリカのアー
ル・デコはフランス経由であるが、その他の
国ではフランス経由でないほうがむしろ多
い。ヨーロッパ諸国から伝えているし、特に
米国の影響が大きい。また、これまでは各地
の都市の調査が主となっているが、もう少し
文献的な探求も不足していると考えており、
補充したい。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
本来は平成２０年度に調査すべきであっ

たが、調査の安全を考慮して断念した南アフ
リカのヨハネスブルクとケープタウンの調
査の可能性を今年度も探る。それができなけ
れば、たとえばフランス以外のヨーロッパの
都市など、他の都市の調査を実施する。同時
に未見の文献や、新たに刊行されたアール・
デコの文献、あるいは各地のアール・デコ・
ソサイアティーの活動や報告を調べ、より広
汎かつ深い視野を獲得したい。そして、これ
まで得られた知見をとりまとめ、報告書を作
成する予定である。 

 
 
 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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